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「
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
養
成
講
座
」
修
了
生
に
よ
る
活

動
も
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

6
月
に
は
「
下
野
P
C
愛
好
会
」

を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

を
２
コ
ー
ス
計
20
回
開
催
し
、
30

名
以
上
の
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
昨
年
12
月
に
は
4
名
の
新
た
な

仲
間
が
増
え
、
楽
し
く
ま
じ
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
来
年
度
は
「
ワ
ー
ド

基
礎
講
座
」
と
基
礎
講
座
修
了
者

を
対
象
に
し
た
「
ワ
ー
ド
応
用
講

座
」
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

▼
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
の
開
催
予
定
 

●
期
　
間
 

　
7
月
〜
5
月
計
10
回
 

●
対
　
象
　
初
心
者
 

▼
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
の
開
催
予
定
 

●
期
　
間
 

 
10
月
〜
12
月
計
10
回
 

●
対
　
象
 

 
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
修
了
者
 

●
会
　
場
 

 
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
 

※
詳
細
は
後
日
「
広
報
し
も
つ
け
」
 

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

 　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
必
見
の
講
座
で
す
。
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
大
切
な

の
は
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
・
自
分
が
何
を
し

て
る
の
か
を
人
に
伝
え
る
こ
と
で

す
。
企
画
立
案
と
活
動
P
R
の
重

要
さ
を
学
び
、
自
分
達
の
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
講
　
師
 

　
大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　
エ
セ
ナ
お
お
た
　
指
田
 

祐
美
 

氏
 

●
日
　
時
 

　
3
月
29
日（
月
）　
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

●
場
　
所
 

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
 

●
申
込
期
間
及
び
時
間
 

　
3
月
1
日（
月
）〜
27
日（
土
） 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
ま
で
 

　（
水
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
 

●
申
し
込
み
先
 

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
 

　（
電
話
申
し
込
み
可
）
 

●
参
加
費
　
無
料
 

●
定
　
員
　
30
名
（
先
着
順
）
 

一
年
の
感
謝
を
こ
め
て 

親
子
サ
ポ
ー
ト
「
未
来
」 

 

核
兵
器
の
な
い
世
界
を 

実
現
し
よ
う 

〜
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
町
、 

下
野
市
で
6
0
0
0
筆
の
署
名
を
〜 

下
野
P
C
愛
好
会
年
間
計
画 

   　
平
成
21
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
1
年
い
ろ

い
ろ
な
方
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
ご

協
力
い
た
だ
き
無
事
に
発
足
2
年

目
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
親
子
サ
ポ
ー
ト
講
座
を
は
じ
め

毎
月
の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
「
い

ち
ご
く
ら
ぶ
」、
夏
休
み
の
「
親

子
で
マ
ス
コ
ッ
ト
づ
く
り
」、「
お
楽

し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
、
情
報
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
し
か
し
、
昨
年
12
月
の
ク
リ
ス

マ
ス
会
で
は
当
初
の
案
内
と
大
幅

に
内
容
が
変
わ
り
、
一
般
参
加
者

へ
の
配
慮
が
行
き
届
か
ず
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
詫
び
申

し
あ
げ
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
反
省
も
含
め
、
次

年
度
は
多
方
面
に
配
慮
し
つ
つ
、

更
に
充
実
し
た
内
容
で
活
動
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
平
成
22
年
度
も
親
子
サ
ポ
ー
ト

「
未
来
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
 

　
　
　
 
代
表
　
水
田
 
あ
け
み
 

  

     　
本
年
5
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

連
本
部
で
の
N
P
T（
核
不
拡
散
）

条
約
再
検
討
会
議
に
、
日
本
人
の

悲
願
と
し
て
提
出
予
定
の
「
核
 

兵
器
の
な
い
世
界
を
」
の
国
際
 

署
名
は
、
1
月
末
で
よ
う
や
く

1
6
0
0
筆
を
超
え
、
ま
た
署
名

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
市
長
・
ほ

と
ん
ど
の
市
議
会
議
員
、
教
育
委

員
、
市
職
員
を
ふ
く
む
多
く
の
市

民
に
広
が
り
、
1
月
10
日
の
成
人

式
で
は
1
1
3
筆
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。
 

悲
願
実
現
へ
の
好
機
 

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
「
米
国
は

核
兵
器
を
使
用
し
た
唯
一
の
国
と

し
て
道
義
的
責
任
が
あ
る
」、「
米

国
は
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
追
求

す
る
」
と
演
説
し
、
自
ら
が
議
長

と
な
っ
た
9
月
の
安
全
保
障
理
事

会
首
脳
会
議
で
も
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
を
目
指
し
た
条
件
作
り

に
取
り
組
む
決
議
を
採
択
し
ま
し

た
。
世
界
が
核
兵
器
の
な
い
世
界

へ
と
動
き
出
し
ま
し
た
。
会
で
は

集
め
た
署
名
を
託
す
代
表
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
派
遣
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
ひ
き
つ
づ
き
署
名
運
動
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

非
核
平
和
を
す
す
め
る
下
野
市
の
会
 

曽
根
の
ぶ
ひ
と
☎（
44
）6
5
2
8
 

活
動
が
10
倍
楽
し
く
な
る
講
座
 

―
ボ
ラ
ン
ティア
活
動
上
達
の
極
意
― 

 ●
講
　
師
 

　
宇
都
宮
大
学
農
学
部
 

　
名
誉
教
授
　
谷
本
　

丈
夫
　

先
生
 

※
講
演
終
了
後
に
会
員
募
集
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
 

●
日
　
時
 

　
3
月
23
日（
火
） 

　
午
前
10
時
20
分
〜
正
午
 
 

　（
午
前
10
時
受
付
開
始
）
 

●
場
　
所
　
　
 

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
 

●
受
付
締
切
　
 

　
3
月
20
日（
土
） 

●
受
付
時
間
 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

　（
水
・
日
曜
日
を
除
く
）
 

●
定
　
員
　
先
着
30
名
 

●
参
加
費
　
無
料
 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
 

　
下
野
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
 

　
※
詳
細
の
問
合
せ
は
代
表
ま
で

　「
木
を
知
ろ
う
・
森
を
知
ろ
う
会
」 

　
代
表
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
 

　
　
　
　
　
吉
田
　
春
彦
 

　
☎
0
9
0-

2
1
7
9-

0
2
6
9

特
別
講
演
会
 

「
小
笠
原
諸
島
の
自
然
と
特
色
」
 


